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広報こうさ　R8.6

人のうごき（４月30日現在）

総人口

　9，707人　男 4,675人／女 5,032人

前月比

　　０人　　　　　男 　＋３／女 －３

　○出生　　 ２人	 　○死亡　　15人
　○転入　　38人	 　○転出　　25人

総世帯数

　４，391世帯　　前月比　＋８

町からの情報をお届けしています

町の情報を受け取れる防災アプ
リ「＠ InfoCanal（インフォカ
ナル」の登録をお忘れなく！

━━━━  表紙の写真 ━━━━

今月号の表紙は、５月に開催
された「めぶかすマルシェ」
の主催者で町地域おこし協力
隊の島袋玲さん、青木美都さ
ん、蓑田明子さん。当日は天
候にも恵まれ、多くの来場者
でにぎわいました。今月は６
月20日（土）に開催される
そうですので、ぜひインスタ
などでチェックしてみてくだ
さいね！
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▲堤防ののり面を守る「木流し工法」を訓練する本町水防団員

　４月25日（土）東京都で第30回東京甲佐会総会お
よび懇親会が開催されました。
　同会（岩本憲章会長）は主に首都圏在住の本町出身
者などで構成され、会員相互の親睦と故郷である本町
との交流や情報交換などを目的に平成６年に設立。総
会では、本町にゆかりのある方々が出席し、故郷への
思いを馳せつつ、交流を図りました。

甲佐出身者が集い故郷を思う
第30回東京甲佐会総会および懇親会

水防への備えを万全に
令和８年度緑川水防演習

こうさ の 話題

▲東京甲佐会総会・懇親会であいさつをする甲斐町長

▲甲斐町長から感謝状を受け取った㈲ウエダホームの松本社長（左）

　企業版ふるさと納税制度を利用して本町に寄附いた
だいた㈲ウエダホーム（松本康男社長）に感謝状が贈
呈されました。同社とは、西寒野の野球の屋内練習場
などの利活用について、今年３月に包括連携協定を締
結。感謝状贈呈式で、松本社長は「わが社の強みであ
る建設や不動産業を軸に協力し、これからも甲佐町の
発展のために力を尽くしたい」と話しました。

寄付企業に感謝状を贈呈
企業版ふるさと納税制度

環境整備での功績を表彰
㈱井芹美化センター 井芹智典さん

▲環境整備功労知事表彰を授賞した井芹智典さん（写真右）

　浄化槽や廃棄物処理関係など環境整備の分野で、そ
の功績が顕著である方を表彰する「熊本県環境整備功
労者知事表彰」に井芹智典さん（上豊内区）が表彰さ
れました。２月９日（月）県庁で行われた表彰式で、
亀崎副県知事から表彰状を受け取った井芹さんは、

「私たちの業務が社会や皆さんに貢献できたというこ
とであればうれしく思います」と述べました。

　５月10日（日）御船町で緑川水防演習が行われま
した。出水期を前に水防対策の強化を図り、被害を最
小限に抑えるために、緑川流域の市町などが参加する
緑川水防演習協議会が主催。各自治体の水防団員や県、
国土交通省や陸上自衛隊が協力して毎年実施していま
す。団員は、土のうを積む訓練などを通じて災害発生
時の情報伝達や対応手順などを確認しました。
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こうさの旬な情報を発信！

地域で楽しむミニマルシェ
町地域おこし協力隊が開催
　４月18日（土）と５月16日（土）、町起業等応援
施設「MEBKAS」で、「めぶかすマルシェ」が開催さ
れました。地域交流と町の活性化を目的として町地域
おこし協力隊が主催で開催。ハンドマッサージやアク
セサリーづくりの体験コーナーや甲佐高校「あゆみ学
舎」による駄菓子の販売、ホットドッグなどの飲食の
出店も並び、会場は多くの来場者でにぎわいました。

▲�「めぶかすマルシェ」にならぶ体験や駄菓子の販売ブース（上）
ハンドメイドのキーホルダーづくりに挑戦する来場者（下）

▲町内の集積場で回収されたごみを仕分けする甲佐中の生徒たち

　４月29日（水）、本町を流れる１級河川「緑川」で、
流域住民や企業が参加して河川や周辺の一斉清掃を実
施しました。本町では、家族連れなど1,353人が参加
し、ペットボトルやプラスチック容器などのごみを拾
い、美化活動に汗を流しました。回収したごみは、中
甲橋グリーンパークに集められ、甲佐中生徒や町内企
業のボランティアにより分別されました。

きれいな川を保つために
「緑川の日2026」一斉清掃

稚アユたち大きくなあれ
甲佐小児童が稚アユの放流体験

▲「大きくなあれ」と声をかけながら稚アユを放流する児童たち

　４月30日（木）中甲橋グリーンパークで、甲佐小
学校（森川宏子校長）３年生32人が稚アユの放流を
体験しました。サントリー九州熊本工場（嘉島町）が
環境保全活動や水質資源保護の一環として、子どもた
ちに水環境の大切さを伝えるために2005年から実施。
児童たちは緑川漁業協同組合の協力のもと、体長７～
８㌢程の稚アユ約１万７千匹を緑川に放流しました。

▲�地域おこし協力隊が行うハンドマッサージ体験でリフレッシュする来場
者（左）「あゆみ学舎」のブースで綿あめづくりを体験する来場者（右）
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　町フィットネスセンターでは、足腰
の弱りを感じている方や体操を始めた
いと考えている方を対象に「高齢者体
操教室」を開催しています。
　この教室は、日常生活での動きやす

さ を 高 め る た
め、 足 腰 を 中
心 と し た 筋 力
ト レ ー ニ ン グ
と、 無 理 な く
行 え る ス ト
レ ッ チ 体 操 を
組 み 合 わ せ、

体力に応じて取り組める内容です。
　現在は、70～80代後半の方まで幅
広い年代が参加され、和やかな雰囲気
の中で体操を楽しんでいます。初めて
の方もお気軽にご参加ください。
【高齢者体操教室】
●開催日時　
　毎週火～金曜日
※教室が休みの場合もあります。
　午前10時30分～午前11時30分
●参加料　
　フィットネスセンター利用料のみ
　（１回町内300円）

Fitness

甲佐町フィットネスセンター

仲間と一緒に、無理なく続く健康づくり

那須 賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先
　町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

▲和やかな体操教室で身体を動かしてみませんか。

Health
岩永　一寿 さん
（ 社会福祉士 ）健康だより

町が実施する相談会について

今月の紹介者

　日常生活を送る上では、さまざまな問題が生じること
があります。そのような問題を抱えたまま生活すること
は、後々大きな問題となり、地域で生活を送り続けるこ
とが困難となってしまうことになりかねません。
　地域で生活を続けていくために、さまざまな相談機会
を活用し、安心した生活が送れるようにしましょう。
● 法律・人権・行政・心配ごと相談
　誰でも気軽に生活に関するさまざまな相談ができるよ
うに、毎月第１月曜日の午前中に町民センターにて相談
会を開催しています。相談には、町が委嘱した弁護士、
行政相談委員、人権擁護委員、民生・児童委員が対応し
ます。原則として対面での相談対応を実施しており、受
付順に対応を行います。事前予約は不要です。実施日や
対応方法については、町防災行政無線やこうさ情報たし
かめーるなどでお知らせしています。
● 総合相談支援業務
　地域の高齢者が住み慣れた地域で安心して、その人ら
しい生活を送ることができるように、地域の関係者との
ネットワークを構築するとともに、高齢者の心身の状況
や生活の実態、必要な支援などを幅広く把握し、地域に
おける適切な保健・医療・福祉サービスや支援機関・制
度の利用についての助言や手続きに関する支援を行うも
のです。相談には、町地域包括支援センターの職員が随
時対応しています。

● 認知症についての相談会
　認知症に関するさまざまな相談ができるように、毎月
第３水曜日の午後１時30分～午後３時まで町役場で開
催しています。相談には、町地域包括支援センターの職
員と県認知症疾患医療センターの相談員が対応します。
※事前予約が優先となります。
● 認知症の人を支える家族のつどい
　認知症に関する悩みや、支援の方法などを当事者・家
族の視点で意見交換を行うことを目的に、奇数月の第３
水曜日の午後１時30分～午後３時まで、町役場で開催
しています。
● 消費生活相談室
　生活上の消費者問題（インターネットトラブル、さま
ざまな商法トラブル）やカードローン、消費者金融など
の相談に専門の相談員が対応します。相談は、毎週木曜
日の午前９時～正午と午後１時～午後３時、町老人いこ
いの家で開催しています。
● 悩みはまず相談しましょう
　各種相談会の日程や内容、生活上の悩みや介護保険
サービスの利用方法など、どうしたら良いのか分からな
いことがあれば、町福祉課へお気軽にお尋ねください。
●お問い合わせ先
　町地域包括支援センター（町福祉課内）
　☎096-234-1114
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月　日 当番医 電話番号

６月14日 谷 田 病 院 096-234-1248

●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどでご確認ください

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

１日（月） 　身体測定（身長・体重）
３日（水） 　お散歩
５日（金） 　シール遊び
８日（月） 　お絵描き
10日（水） 　鯉を見に行こう
12日（金） 　ボール遊び
15日（月） 　園庭遊び
17日（水） 　おやつ作り（要予約）※
19日（金） 　父の日のプレゼント作り
22日（月） 　ままごと遊び
24日（水） 　トンネル遊び
26日（金） 　七夕飾り作り
29日（月） 　ねじブロック遊び

 ※要予約の活動は、１週間前までに予約をお願いします。
 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

　 ４か月児健診

　　６月18日（木）　午前10時

　　７月16日（木）　午前10時

　 ７か月児健診

　　６月18日（木）　午前9時30分

　　７月16日（木）　午前9時30分

　 11か月児健診

　６月18日（木）　午前９時

　７月16日（木）　午前９時

　 １歳６か月児健診

　７月７日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　７月17日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　７月７日（火）　午後１時10分

６月・７月の保健活動 　●会場　町総合保健福祉センター

スマイル
Smile

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
　未就学児のお子さんの
　笑顔を広報紙に掲載しま
　せんか？応募期限は
　毎月７日まで。
　ご応募お待ち
　しています▶

　■お問い合わせ先
　　町企画課
　　☎096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します

●　６月の子育て支援カレンダー ● ６月の町内休日当番医

● ６月の町内休日当番薬局

月　日 当番薬局 電話番号

６月14日 コ ー セ イ 薬 局 096-234-1491

※健診などの日時は変更となる場合
があります。対象の方に個別にお送
りする通知を必ずご確認ください。

　郡内の当番医については、15㌻のイベントカレンダー
をご覧になるか、熊本日日新聞の当番医一覧や上益城郡
医師会ホームページ、町公式ウェブサイトなどでご確認
ください。

▶休日当番医が広域化されました

石山 廉
れん

 ちゃん（３か月）
　父　諒さん　
　母　莉奈さん　（芝原区）

２人の兄の愛が重すぎます！！笑

●上益城郡医師会ホームページ
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雨はどこからやってきて、どこにいく
の？雨のしずくはどんな形なの？雨を降
らせる雲・積乱雲、くもりや雨の日が多
い季節・梅雨の雲の様子、雨あがりの空
でできやすい虹などを、美しい写真とと
もに、分かりやすく紹介します。

肩に掛けたり手首に通せるスマホストラ
ップは、落下防止の対策にもなる実用的
なアイテム。かぎ針編みで作るストラッ
プを、シンプルなものからカラフルなも
のまでバリエーション豊富に紹介。かぎ
針編みの基礎も掲載しています。

パンどろぼう、にせパンどろぼう、なぞ
のフランスパンなどの仲間たちをはじ
め、いろいろなパンやおにぎりなどが折
り紙になって登場！作ってかざったり、
パン屋さんごっこで遊んだり、いろいろ
楽しめるおすすめの一冊です。

ＡＩはシニアの「できること」を広げ、
人生を豊かに、そして便利にするための
ツール。生成ＡＩの基礎知識、活用術、
シニアの暮らしを変える 70の実践プロ
ンプト（質問例）などを分かりやすく紹
介。ネットの危険対策も解説しています。

「なんじゃ、これはぁ！」妖怪奉行の月
夜公を世にもおそろしい災難がおそう。
部下の烏天狗たちは腰を抜かし涙目に
…。弥助と養い子の千吉と妖怪たちの、
楽しくてかわいいお江戸妖怪ファンタジ
ー。大人気シリーズ第６巻です。

一般書 児童書

地球の歩き方 昭和レトロ
地球の歩き方編集室 編／ Gakken

天気の写真えほん あめ
荒木 健太郎 文・写真・絵／金の星社

１年中楽しめるかぎ針編みのスマホストラップ
アップルミンツ 発行／日本ヴォーグ社

老いてこそＡＩ
　　岡嶋 裕史 監修／主婦と生活社

パンどろぼう せかいいちたのしいおりがみ
柴田 ケイコ 原作 いしばし なおこ 折り紙／ KADOKAWA

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

昭和の空気を色濃く残す町並みや観光
地、当時の暮らしを体感できる博物館、
乗り物、おもちゃ、駄菓子、喫茶店、情
緒あふれる遊園地や商店街などのスポッ
トを紹介。熊本市電や、大分県豊後高田
市の「昭和の町」も掲載されています。

図
書
室

行
こ
う

へ

▲大切な命や生活を守る手助けとなる本を
集めた「家族で備える防災」コーナー

妖怪の子、育てます６
廣嶋 玲子 作 Minoru 絵／東京創元社
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■
令
和
７
年
度
町
就
学
前
人
権
教
育　

　
部
会
総
括
会
を
開
催

　
　
３
月
10
日
（
火
）
町
民
セ
ン
タ
ー
で
、

「
甲
佐
町
就
学
前
人
権
教
育
部
会
」
の
年
間

取
り
組
み
を
総
括
し
、
次
年
度
の
取
り
組
み

へ
と
つ
な
げ
る
た
め
、「
令
和
７
年
度
総
括

会
・
役
員
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
第
１
回
研
修
会

　
１
月
24
日
（
土
）
に
開
催
し
た
第
１
回
研

修
会
で
は
、
竜
野
保
育
園
に
お
け
る
子
ど
も

た
ち
の
人
権
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
や

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
続
く
グ

ル
ー
プ
討
議
で
は
、
町
内
の
保
育
園
（
所
）

や
小
学
校
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
各
園
（
所
）
の
事
例

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
参
加
者
に
と
っ
て
自

身
の
保
育
を
振
り
返
り
人
権
感
覚
や
子
ど
も

と
の
関
り
方
、
言
葉
か
け
な
ど
に
つ
い
て
見

つ
め
直
す
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

▼
保
育
園
と
小
学
校
の
交
流
会

　
年
間
を
通
し
て
実
施
し
た
「
保
育
園
と
小

学
校
の
交
流
会
」
で
は
、
入
学
す
る
前
の
子

ど
も
た
ち
を
中
心
に
お
互
い
の
取
り
組
み
や

悩
み
、
子
ど
も
た
ち
の
情
報
を
共
有
し
て
い

ま
す
。
進
学
後
の
小
学
校
生
活
を
見
据
え
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
が
大
切
に
さ
れ

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
同
部
会
で
は
、
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
の
人
権
を
守
り
、
健
や
か
に
成
長
し
て
い

け
る
よ
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

　
（
町
社
会
教
育
課
）

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

▲町民センターで行われた就学前部会総括会

人
権 

～
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
～

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

　町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ
　　●水彩・油絵の展示
　　・期間　６月１日（月）～13日（土）
　　・主催　甲佐絵画クラブ
　　●町青少年健全育成町民会議活動報告
　　　同会議の令和７年度の活動内容を紹介する展示を行います。
　　・期間　６月 18日（木）～７月10日（金）

community learning center

৊მ࠵
Ⱥɢɤ

■お問い合わせ先
町教育委員会公民館事務局
☎096-234-2447（内線321）

　４月18日（土）、町生涯学習センター・ホールおよび
ギャラリーモールで町公民館自主講座学習発表会が開催さ
れました。
　公民館自主講座の全27講座のうち、ギャラリーモール
ではパッチワーク、水彩画、書道、ペン字教室、木工教室、
スカーレット英語教室の６講座の作品展示があり、ホール
のステージではダンス、演奏、合唱など14講座の発表が
ありました。学習発表会に参加された方々は、日頃の練習
の成果を十二分に発揮し、観客からは大きな拍手が沸き起
こりました。来場者からは「頑張っている姿が素晴らし
かった」、「作品展示では、力強い作品が心に残りました」
など嬉しい意見をいただきました。
　今後も、寄せられた意見をもとに多くの皆さまにより楽
しんでいただける発表会にしていきます。

町公民館主催「自主講座学習発表会」
ステージや作品展示で練習成果を披露

▲ステージ発表で美しい歌声を披露する町民コーラスの皆さん
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本
校
で
は
「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
と
称
し
、
年
間
を
通
し
て
体
育
的
行

事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
全
校
生
徒
が

赤
団
と
青
団
に
分
か
れ
、
団
結
力
を
高
め

な
が
ら
競
い
合
う
行
事
で
す
。

　

競
技
は
、
春
の
体
育
大
会
種
目
を
は
じ

め
、
夏
・
秋
の
球
技
種
目
、
そ
し
て
冬
の

長
距
離
走
大
会
ま
で
続
き
、
総
合
優
勝
を

目
指
し
て
年
間
を
通
し
て
競
い
合
い
ま
す
。

　
５
月
９
日
（
土
）
の
体
育
大
会
は
、
晴

天
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
来
賓
の
皆
様
、

保
護
者
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
温
か

い
ご
声
援
と
ご
協
力
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
行
事
に
あ
た
り
、

生
徒
会
が
地
域
の
店
舗
や
町
役
場
へ
ポ
ス

タ
ー
掲
示
の
お
願
い
に
伺
い
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
様
に
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
松
橋
西
支
援
学
校
高
等
部
上

益
城
分
教
室
と
の
合
同
種
目
も
実
施
し
、

普
段
と
は
異
な
る
交
流
の
中
で
、
互
い
に

声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
競
技
に
取
り
組
む

生
徒
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
全
力
で
競
技
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
育
大
会
で
は
赤
団
が
勝
利
し

ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
勝
敗
が
決
ま
る
の
は
冬
の
長
距
離
走
大

会
。
引
き
続
き
、
赤
団
・
青
団
の
熱
い
戦

い
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～
若
あ
ゆ
の
陣
～

甲
佐
高
生
の
熱
い
真
剣
勝
負
が
開
幕

▲スポーツフェスティバル～若あゆの陣～で競
い合う赤団・青団の生徒たち

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol.39   県立甲佐高校（甲佐町横田327）　☎096-234-0041

甲
佐
町
「
や
な
場
」
６
月
１
日
か
ら

夏
季
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
を
開
始
し
ま
す

甲佐のまちづくり

■
東あ

ず
ま
や屋

と
簗や

な
が
涼
し
げ
な
「
や
な
場
」

　

竹
で
編
ん
だ
簀
（
す
）
に
落
ち
て
く

る
鮎
を
捕
る
簗
（
や
な
）
漁
で
す
が
、

甲
佐
の
や
な
場
は
、
加
藤
清
正
公
が
魚

捕
り
を
楽
し
む
た
め
に
設
置
し
た
茶
屋

を
起
源
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
肥
後
藩
を
治
め
た
細
川
忠

利
侯
に
よ
っ
て
復
興
整
備
が
進
め
ら
れ
、

代
々
の
藩
主
が
毎
年
と
れ
た
て
の
落
ち

鮎
を
楽
し
む
場
所
と
し
て
、
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
歴

史
あ
る
町
の
観
光
名
所
と
し
て
、
町
内

外
の
利
用
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

■
今
月
か
ら
夏
営
業
開
始
！

　

や
な
場
で
は
、
ア
ユ
漁
が
解
禁
と
な

る
６
～
11
月
ま
で
、
夏
季
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
ア
ユ
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
６
月
１
日
（
月
）
か
ら
夏
季

メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
を
開
始
し
ま
す
。

▼
営
業
時
間

　

午
前
11
時
～
午
後
９
時
（
午
後
７
時

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）

▼
店
休
日

　
毎
週
火
曜
日

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
２
５▲簗に落ちる水の音に耳をかたむけながら味わうアユ

料理は絶品です。ぜひご来店ください。

Town Development
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　　※ イベント等はやむを得ず中止・延期になる場合があります。
　　※ 休日当番医は変更になる場合がありますので、最新情報は上益城郡医師会ホームページなどでご確認ください。

R8.6 イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土
5/31 １

 行政区配達 
 （町総務課）

 納期限
 （町税務課）

 法律・人権・行政
・心配ごと相談 
 （町福祉課 )

２ ３ ４
 消費生活相談
 （町福祉課）
 

 

５
 

６
 

７
　  休日当番医
・野田医院（山都町）
 ☎0967-72-0307
・砥川クリニック
　（益城町）
 ☎096-286-5770
・みふね眼科
　（御船町）
 ☎096-282-3711

８ ９ 10
 

11
 消費生活相談
 （町福祉課）

12 13
 

14
　  休日当番医
・藤岡医院（御船町）
 ☎096-282-0405
・谷田病院
 ☎096-234-1248
・清水眼科（益城町）
 ☎096-289-0288

15
 行政区配達 
 （町総務課）

16
 

17
 マイナンバーカード
 夜間窓口（要予約）
 （町住民生活課）

 認知症について
 の相談会
 （町福祉課）

18
 消費生活相談
 （町福祉課）

 ４か月・７か月・
 11か月児健診
 （町健康推進課）

19 20
 

21
　  休日当番医
・たばた内科・心臓
クリニック（嘉島町）
 ☎096-237-2666
・ふくだ整形外科
　（益城町）
 ☎096-286-7391
・田上皮ふ科クリ
ニック（御船町）
 ☎096-281-1112

22 23 24
 

25
 消費生活相談
 （町福祉課）

26
 

27
 

28
　  休日当番医
・伴クリニック
　（山都町）
 ☎0967-72-0029
・大串内科（嘉島町）
 ☎096-234-7873
・整形外科桜木ク
リニック（益城町）
 ☎096-286-3969

29
 口座振替日
 （町税務課）

30
 納期限
 夜間窓口
 （町税務課）
 

7/1

 行政区配達 
 （町総務課）

 特定健診・若者
 健診・がん検診
 （～６日）
 （町健康推進課）

7/2

 消費生活相談
 （町福祉課）

7/3 7/4
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町からのお知らせ

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対
す
る

補
償
金
制
度
に
つ
い
て

■
補
償
金
請
求
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

　
令
和
元
年
に
「
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族

に
対
す
る
補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
法
」）」
が
成
立
し
公
布
・
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者

家
族
に
対
す
る
補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
令
和
６

年
に
成
立
し
、
公
布
・
施
行
さ
れ
、
補
償
金

の
請
求
期
限
が
令
和
11
年
11
月
21
日
ま
で
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

　
法
の
前
文
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
隔
離
政

策
の
下
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
等
が
偏

見
と
差
別
の
中
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
と

の
間
で
望
ん
で
い
た
家
族
関
係
を
形
成
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
る
等
長
年
に
わ
た
り
多
大

の
苦
痛
と
苦
難
を
強
い
ら
れ
て
き
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
問
題
の
重
大
性
が
認
識
さ

れ
ず
、
こ
れ
に
対
す
る
取
組
が
な
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
、
そ
の
悲
惨
な
事
実
を
悔
悟
と
反

省
の
念
を
込
め
て
深
刻
に
受
け
止
め
、
深
く

お
わ
び
す
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
法
に
基
づ
き
、
対
象

と
な
る
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
ご
家
族
の

方
々
に
補
償
金
を
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
補
償
金
の
支
給
対
象
者
お
よ
び
金
額

・
配
偶
者
、
親
、
子
、
１
親
等
の
姻
族
等
で

あ
っ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
歴
の
あ
る
方
と
同
居

し
て
い
た
方

　
１
８
０
万
円

・
兄
弟
姉
妹
、
ハ
ン
セ
ン
病
歴
の
あ
る
方
と

同
居
し
て
い
た
方
で
、
祖
父
母
・
孫
、
２
親

等
の
姻
族
等
、
曾
祖
父
母
・
ひ
孫
・
お
じ
・

お
ば
・
お
い
・
め
い
に
あ
た
る
方

　
１
３
０
万
円

●
相
談
窓
口

　
請
求
書
の
提
出
や
請
求
に
関
す
る
ご
相
談

に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
の
補
償
金
相
談

窓
口
、
ま
た
は
、
熊
本
県
ハ
ン
セ
ン
病
問
題

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
「
り
ん
ど
う
」
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
厚
生
労
働
省
補
償
金
相
談
窓
口

　
☎
０
３
‐
３
５
９
５
‐
２
２
６
２

・
受
付
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
月

～
金
曜
日
で
、
祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く
）

▼�

県
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー
「
り
ん
ど
う
」

　
☎
０
９
６
‐
３
６
５
‐
７
６
０
６

・
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
月

～
金
曜
日
で
、
祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
町
民
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
５
９

■
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
と
は

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年
金

等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が
一
定
基
準

額
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る

た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

●
給
付
金
の
対
象
と
な
る
人

　
支
給
対
象
者
は
、
給
付
金
の
種
類
ご
と
に

要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人
で
す
。

▼
老
齢
（
補
足
的
老
齢
）
年
金
生
活
者
支
援

　
給
付
金

・
65
歳
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
者

・
同
一
世
帯
の
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

・
前
年
の
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
と
そ
の

他
の
所
得
と
の
合
計
額
が
①
ま
た
は
②
に
該

当
す
る
人

①�

昭
和
31
年
４
月
２
日
以
後
生
ま
れ
の
人
は

80
万
９
千
円
以
下
の
人
（
補
足
的
老
齢
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
80
万
９
千
円

を
超
え
90
万
９
千
円
以
下
の
人
に
支
給
）

②�
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
は

80
万
６
７
０
０
円
以
下
の
人
（
補
足
的
老

齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

80
万
６
７
０
０
円
を
超
え
90
万
６
７
０
０

円
以
下
の
人
に
支
給
）

※
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
等
の
非
課
税
収
入

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

▼
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

・
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
年
金
の
受
給
者

・
前
年
の
所
得
（
※
）
が
「
４
７
９
万
４
千

円
＋
扶
養
親
族
の
数
×
38
万
円
」
以
下

※�

障
害
年
金
、
遺
族
年
金
等
の
非
課
税
収
入

は
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
判
定
に

用
い
る
所
得
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

●
給
付
金
の
請
求
方
法

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受
け
取
る
に

は
、
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
提
出
先

は
、
熊
本
東
年
金
事
務
所
ま
た
は
町
住
民
生

活
課
窓
口
で
す
。

　
請
求
書
の
提
出
か
ら
１
～
２
か
月
後
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
「
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
支
給
決
定
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
お
支
払
い
月
の
上
旬
に
は
振
込
通
知

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

請
求
に
つ
い
て
の
不
明
な
点
は
、「
給
付

金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）」
へ

お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
０
９
２

・
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

所
得
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
へ
年
金
を
上
乗
せ

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
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I n f o r m a t i o n

●７月から各種健診を実施します
　健診は、自分の体の状態を確認する大切な機会です。健診を受けることで生活習慣病を早期
発見することができれば、生活習慣の見直しなどを相談し、保健指導を受けることで悪化を防
ぐことにつながります。生活習慣病は自覚症状が出にくく、気付かないうちにゆっくりと確実
に進行している場合があります。症状が出てから対処すると、入院や手術、長期にわたる治療
やリハビリなど莫大なお金がかかってしまうことになります。
　健診で病気を未然に防ぐことは、快適な毎日を送るだけでなく、医療費の節約にもつながり
家計への手助けにもなります。
　町では、7月から町総合保健福祉センターで特定健診、若者健診、後期高齢者健診などの各
種健診を実施します。
　町の健診では、国民健康保険被保険者や後期高齢者医療保険被保険者などの受診費用を町が
一部負担します。個人負担も少なく済む町の健診をぜひご利用ください。

■令和８年度に町で実施する健診

年に１度、町の健診で自分の体の状態をチェックしましょう
令和８年度 特定健診・若者健診・後期高齢者健診

●お問い合わせ先
・町住民生活課　☎096-234-1113
・町健康推進課（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8711

健診名 実施期間 対象者 個人負担金 健診内容

特定健診および
若者健診

７月１日（水）
～７月６日（月）

本町の国民健康保
険に加入している
20歳～74歳の人

1,000円
（町負担
約8,570円）

体格検査・血液検
査・尿検査・血圧
測定・心電図検査・
医師の診察など

後期高齢者健診 ８月20日（木）
～８月24日（月）

75歳以上の人およ
び一定の障がいが
ある65歳以上の後
期高齢者医療被保
険者

800円
（町負担
約8,550円）

体格検査・血液検
査・尿検査・血圧
測定・心電図検査・
医師の診察など

※�上記の健診と併せて「がん検診」も実施します。「がん検診」は検査の種類で対象年齢と個人負担金が異な
ります。詳細は、町健康推進課（町総合保健福祉センター内）までお尋ねください。

●健診の追加申し込みも可能です
　健診の申し込み受け付け期間は終了していますが、追加申し込みも可能です。受診希望の方
はぜひお早めにお申し込みください。

●健診の詳細については町公式ウェブサイトをご確認ください
　各種健診やがん検診の詳細は、４月に配布しています「令和８年度甲佐町健診のお知らせ」
か町公式ウェブサイト「令和８年度住民健診について」をご覧ください。

●町公式ウェブサイト
　「令和８年度住民健診について」▶
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お
知
ら
せ

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
方
の

資
格
取
得
を
支
援
し
ま
す

　
こ
れ
か
ら
働
こ
う
と
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
等
の
人
の
就
業
を
支
援
す
る
た
め
、
必

要
な
資
格
を
習
得
す
る
た
め
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
者
（
次
の
い
ず
れ
も
満
た
す
人
）

・
県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
、
子
ど
も

　
お
よ
び
寡
婦
の
人
（
熊
本
市
在
住
の
人

　
を
除
く
）

・
希
望
す
る
講
習
会
の
全
日
程
に
出
席
可

　
能
で
、
技
能
・
資
格
取
得
に
意
欲
の
あ

　
る
人

・
ひ
と
り
親
家
庭
世
帯
で
あ
る
証
明
書
類

　
を
提
示
し
て
い
た
だ
け
る
人

▼
開
催
講
座

①
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
（
対
面
・
オ

　
ン
ラ
イ
ン
）

②�

パ
ソ
コ
ン
初
級
実
務
演
習
講
座
（
対

面
）

③
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
講
座
（
対
面
）

④�G
oogle

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
活
用
術
講

座
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

⑤�

エ
ク
セ
ル
３
級
検
定
対
策
講
座
（
オ
ン

ラ
イ
ン
）

⑥�
エ
ク
セ
ル
２
級
検
定
対
策
講
座
（
オ
ン

ラ
イ
ン
）

▼
受
講
場
所

・
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

　
小
川
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
県
ひ
と
り

親
家
庭
福
祉
協
議
会

・
パ
ソ
コ
ン
初
級
実
務
演
習
講
座
お
よ
び

　
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
講
座

　
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
協
議
会
県
南
拠

点
（
八
代
市
西
片
町
２
１
３
２
‐
１
１
）

　
受
講
す
る
講
座
に
よ
っ
て
受
講
期
間
が

違
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
方
法

　
熊
本
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
お
申
し
込
み
は
こ
ち
ら
▼

▼
申
し
込
み
期
限

　
受
講
講
座
に
よ
っ
て
期
限
が
違
い
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援  

　
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
‐
３
３
１
‐
６
7
３
６

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
毎

年
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
特
設
の

人
権
相
談
所
を
開
設
す
る
な
ど
、
一
層
の

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
先

　
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
（
全
国
共
通

　
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

　
本
年
４
月
に
、
障
が
い
を
有
す
る
方
や

そ
の
ご
家
族
、
支
援
に
携
わ
る
方
の
相
談

支
援
の
拠
点
と
し
て
、「
上
益
城
障
が
い

者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
か
げ
」
が

開
所
し
ま
し
た
。

  「
こ
か
げ
」
と
い
う
愛
称
に
は
、「
困
り

ご
と
や
不
安
を
抱
え
た
方
が
、
誰
も
が
気

軽
に
立
ち
寄
り
、
ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
場

所
で
あ
り
た
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

▼�

上
益
城
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
こ
か
げ

・
場
所

　
上
益
城
郡
御
船
町
豊
秋
１
５
５
７

・
開
所
日

　
毎
週
月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）

くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧
❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（( 社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）

毎

年

６

月

１

日

は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

上
益
城
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
こ
か
げ
が
開
所
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くらしの情報

町税などの滞納処分（４月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差し押さえ件数 １件

公 売 回 数 0回

公 売 件 数 0件

滞納処分関連収入 293,043円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
４月 年累計

人身事故 ０ １

物損事故 １９ ６１

盗難など ０ ２

４月30日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別
発生件数

５月 年累計

家 屋 ０ １

原 野 ０ ３

そ の 他 ２ ２

合計件数 ０ ６
５月15日現在

fire prevention

昭和51年ご結婚のご夫婦へ

金婚夫婦表彰のお知らせ
　熊本日日新聞社主催で例年執り行われる金婚夫婦表彰に該当す
るご夫婦を受け付けています。
●該当するご夫婦
　昭和51年１月１日から同年12月31日までの間に結婚し、本年
で満50年を迎えるご夫婦
●受付期限
　６月19日（金）
●申し込み方法
　該当するご夫婦は、町総務課へ直接お申し込みください。電話
でも受け付けます。各行政区での取りまとめは行いませんのでご
注意ください。
●表彰式典などについて 
　９月上旬に熊本日日新聞紙上にご夫婦の氏名が掲載されます。
また、町開催の表彰式を町生涯学習センター・ホールで９月29
日（火）に行う予定です。

【お問い合わせ先】
　町総務課　☎096-234-1140

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
０
１
３

６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す
！

　
「
食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う

え
で
欠
か
せ
な
い
命
の
源
で
す
。

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
人
生

１
０
０
年
時
代
を
健
康
で
心
豊
か
に
生
き

る
た
め
、
長
寿
を
楽
し
む
た
め
の
健
康
食

生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
食
育
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
食
を
楽
し
む
こ
と
の
大

切
さ
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
災
害
時

へ
の
備
え
な
ど
、
家
族
や
身
近
な
人
と

「
食
」
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
５
２

・
開
所
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
�

上
益
城
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
こ
か
げ

　
☎
０
９
６
‐
２
０
１
‐
６
５
１
７

仕
事
に
関
す
る
相
談
は

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ
へ

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ
で

は
、
仕
事
に
関
す
る
相
談
（
求
人
票
選
び

の
お
手
伝
い
、
適
性
診
断
、
応
募
書
類
の

添
削
、
面
接
練
習
や
面
接
対
策
な
ど
）
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
利
用
料
無
料
で
予

約
制
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　
再
就
職
を
希
望
す
る
方
、
就
職
氷
河
期

世
代
の
方
、
若
年
者
の
方
（
学
生
含
む
）

※
雇
用
保
険
受
給
中
の
相
談
の
方
は
、
求

　
職
活
動
に
な
り
ま
す
（
利
用
証
明
書
を

　
発
行
し
ま
す
）。

▼
相
談
日
時

　
平
日
午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
土
日
祝

日
、
年
末
年
始
は
休
み
）

▼
場
所

　
上
益
城
地
域
振
興
局
２
階

　
（
御
船
町
辺
田
見
３
９
６
番
地
１
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

　
（
熊
本
県
地
域
無
料
就
労
相
談
窓
口
）
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お
知
ら
せ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
ま
す

　　
町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
向

上
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

を
目
的
と
し
て
、
現
在
リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
収
集
し
て
い
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
を
、
７
月
か
ら
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
収
集
し
ま
す
（
７・
８
月
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
こ
と

も
で
き
ま
す
）。

　
詳
し
く
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

ま
た
は
６
月
中
旬
に
配
布
し
ま
す
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
環
境
衛
生
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

　
町
商
工
会
で
は
、
事
業
継
承
個
別
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
後
継
者
が
い
な
い
、
事
業
継
承
に
つ
い

て
何
か
ら
始
め
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
と

い
っ
た
事
業
者
の
悩
み
に
応
じ
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　
①
６
月
24
日
（
水
）
②
７
月
23
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
正
午
～
午
後
１
時
は
除
き
ま
す
。

※
相
談
時
間
は
１
コ
マ
90
分

▼
場
所

　
甲
佐
町
商
工
会

▼
相
談
内
容
（
例
）

　
親
族
内
継
承
、
後
継
者
不
在
の
相
談
、

第
三
者
継
承
、
事
業
継
承
計
画
の
作
成
、

株
式
・
資
産
継
承
、
廃
業
を
含
め
た
今
後

の
方
向
性
、
補
助
金
・
支
援
制
度
の
活
用

な
ど

▼
参
加
費

　
無
料

▼
申
し
込
み

　
事
前
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
商
工
会

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
２
７
２

　　
厚
生
労
働
省
で
は
、
本
年
７
月
31
日
現

在
で
、
常
用
労
働
者
を
１
～
４
人
雇
用
し

て
い
る
事
業
所
を
対
象
に
、
毎
月
勤
労
統

計
調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
小
規
模
事
業
所
に
お

け
る
雇
用
、
給
与
お
よ
び
労
働
時
間
の
実

態
に
つ
い
て
全
国
お
よ
び
都
道
府
県
別
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ

れ
、
調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
７

～
９
月
に
か
け
て
都
道
府
県
の
統
計
調
査

員
が
訪
問
調
査
し
ま
す
。

調
査
票
に
書
か
れ
た
内
容
は
、「
統
計

法
」
に
よ
り
厳
し
く
守
秘
義
務
が
課
せ
ら

れ
、
ま
た
、
統
計
以
外
の
目
的
に
用
い
る

こ
と
も
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
調
査

の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
回
答
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
企
画
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
５

募
集

令
和
９
年
採
用
海
上
保
安
庁
職
員

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
海
上
保
安
学
校
学

生
、
海
上
保
安
大
学
校
学
生
の
令
和
９
年

４
月
採
用
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

▼
受
付
期
間

　
７
月
10
日
（
金
）
～
23
日
（
木
）

▼
試
験
日
（
第
１
次
試
験
）

　
９
月
27
日
（
日
）

●
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験

▼
受
付
期
間

　
８
月
20
日
（
木
）
～
９
月
７
日
（
月
）

▼
試
験
日
（
第
１
次
試
験
）

　
10
月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
）

※
い
ず
れ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
付

　
詳
し
く
は
海
上
保
安
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課

　
☎
０
９
９
‐
２
５
０
‐
９
８
０
０

統
計
調
査
に
従
事
す
る

登

録

調

査

員

　

町
で
は
、
国
や
県
が
実
施
す
る
各
種

統
計
調
査
に
調
査
員
と
し
て
従
事
す
る

人
（
登
録
調
査
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
は
、
定
め
ら
れ
た
調
査

期
間
の
中
で
、
１
日
の
う
ち
数
時
間
を

調
査
活
動
に
充
て
る
な
ど
自
分
で
計
画

し
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
で
す
。

　

調
査
員
と
し
て
従
事
し
た
際
は
、
報

酬
も
支
払
わ
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
一
度
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

・
町
内
に
居
住
す
る
満
20
歳
以
上
の
人

・
調
査
員
と
し
て
の
能
力
を
有
し
、
熱

意
を
も
っ
て
調
査
に
当
た
る
こ
と
が
で

き
る
人

・
暴
力
団
員
そ
の
他
、
反
社
会
勢
力
に

該
当
し
な
い
人

・
選
挙
関
係
者
や
税
務
、
警
察
に
直
接

関
係
の
な
い
人

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
企
画
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
５

町

商

工

会

主

催

の

事
業
継
承
個
別
相
談
会

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

回
答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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くらしの情報

本町代表として出場する選手を募集しています！
　郡民スポーツ大会は、郡民へのスポーツの普及
や健康増進などを図るために毎年開催される大会
です。
　本年も下記のとおり開催しますので、町教育委
員会では、各種目に出場する方を募集しています。
●開催日
　７月５日（日）・11日（土）・12日（日）
●開催場所
　御船町を主会場とする上益城郡内
●競技種目

【陸上競技（トラック部門）】
　100㍍、200㍍、400㍍、1500㍍、3000㍍、
5000㍍

【陸上競技（フィールド部門）】
　走り幅跳、三段跳、砲丸投、円盤投、走高跳

【その他種目】
　水泳、軟式野球、卓球、バドミントン、バレー
ボール、バスケットボール、サッカー、ゲートボー

ル、グラウンドゴルフ、柔道、剣道、空手道、弓道、
銃剣道、相撲　ほか
●参加申し込み
　期限までに町教育委員会社会教育課にお申し込
みください。
●申し込み期限
　６月19日（金）
※�種目により、年齢制限などがありますので、詳
しくは町公式ウェブサイトをご覧になるか、お
問い合わせください。

※�出場人数には限りがあるため、希望種目に出場
できない場合もあります。あらかじめご了承く
ださい。

※一部の種目は事前開催されます。

▼お申し込み・お問い合わせ先
　町教育委員会社会教育課
　☎096-234-2447

障
が
い
が
あ
る
人
が
対
象
の

職

業

訓

練

受

講

生

　
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
障

が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練

の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
対
象

　
身
体
（
視
覚
・
上
肢
・
下
肢
・
内
部
）、

精
神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能
の
障

が
い
の
あ
る
人

※�

訓
練
科
に
よ
っ
て
受
講
対
象
が
異
な
り

ま
す
。

▼
訓
練
科

　
就
職
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
事
務

職
の
知
識
等
、
在
職
者
訓
練
コ
ー
ス
等
の

８
訓
練
科

▼
訓
練
期
間

　
３
か
月

※�

訓
練
時
期
は
、
訓
練
科
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

▼
経
費

　
受
講
料
は
無
料
（
教
材
代
等
は
必
要
）

▼
訓
練
場
所

　
県
内
の
委
託
事
務
所

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６
‐
２
９
７
‐
９
９
１
５

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
７
７

く
ら
し
安
全

６
月
９
日
は
ロ
ッ
ク
の
日

カ
ギ
か
け
を
忘
れ
ず
に
！

　　
カ
ギ
を
か
け
る
こ
と
で
防
げ
る
被
害
が

あ
り
ま
す
。
家
の
玄
関
や
窓
、
自
動
車
、

自
転
車
の
カ
ギ
か
け
を
心
が
け
る
な
ど
一

人
ひ
と
り
が
防
犯
意
識
を
高
め
、
犯
罪
被

害
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

▼
住
宅
で
の
カ
ギ
か
け
習
慣

・
在
宅
時
・
不
在
時
を
問
わ
ず
、
カ
ギ
を

か
け
ま
し
ょ
う

・
簡
単
に
は
侵
入
で
き
な
い
よ
う
に
、
ワ

ン
ド
ア
ツ
ー
ロ
ッ
ク
や
防
犯
ガ
ラ
ス
な
ど

の
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う

▼
自
動
車
で
の
カ
ギ
か
け
習
慣

・
車
を
離
れ
る
時
は
、
短
時
間
で
も
窓
を

閉
め
て
必
ず
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う

・
貴
重
品
や
バ
ッ
グ
を
車
の
中
に
置
い
た

ま
ま
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▼
自
転
車
で
の
カ
ギ
か
け
習
慣

・
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど
を
併
用
し
、
二
重

ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う

・
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

・
自
宅
や
学
校
の
敷
地
内
で
も
、
必
ず
カ

ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

第76回上益城郡民スポーツ大会
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［
肥
後
狂
句
］�

北
川
直
美 

選

大
逆
転

　
思
い
も
よ
ら
ぬ
そ
の
一
手�

広
田
み
ど
り

�

大
逆
転

　

や
っ
と
世
間
に
認
め
ら
れ�

志
垣　
　
光

大
逆
転

　
う
さ
ぎ
と
亀
の
物
語
り�

平
井
や
よ
い

大
逆
転

　
何
と
か
な
る
ぞ
裏
が
あ
る�

光
永　
　
六

大
逆
転

　
手
の
平
返
す
解
説
者�

井
元
あ
ざ
み

大
逆
転

　
立
退
き
ァ
取
止
め
て
た
い�

日
高　
美
里

大
逆
転

　
村
神
様
の
ホ
ー
ム
ラ
ン�

上
田　
梅
清

大
逆
転

　
選
挙
事
務
所
は
沸
き
返
り�

北
川　
直
美

［
短
歌
］�

赤
星
延
子 

選

節
毎
に
皮
脱
ぎ
残
す
若
竹
は

春
短
か
し
と
夜
毎
伸
び
ゆ
く�

吉
永
由
紀
子

手
を
か
け
て
守
り
育
て
し
セ
ツ
コ
ク
は

春
の
嵐
に
花
散
ら
し
ゆ
く�

内
田
乃
武
子

賑
わ
い
し
行
楽
地
避
け
温
泉
に

の
ん
び
り
つ
か
り
満
喫
の
時�
緒
方　
明
美

ハ
ッ
と
す
る
青
美
し
き
麦
の
穂
の

い
つ
し
か
熟
れ
て
黄
金
の
波
に�

岡
部　
律
子

連
休
に
家
族
揃
い
て
帰
省
す
る

イ
ン
フ
ル
流
行
り
会
食
も
な
く�

池
田
キ
ヨ
子

や
わ
ら
か
な
日
差
し
の
朝
に
鳥
達
の

さ
え
ず
り
高
く
す
い
か
ず
ら
匂
う�

赤
星　
延
子

うたごよみ　～水無月～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

literary work
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【作り方】
① ゴボウは小さめのささがきにして水

に晒し、ザルに上げておきます。
② ボウルに①のゴボウ、豚ひき肉、鶏
ひき肉とＡの調味料を加え粘りが出る
までよく混ぜましょう。これを６等分
にして小判型に成型します。

③ フライパンに薄く油を引き、②を中
火で焼きます。焼き色がついたら裏返
して両面を焼きます。ふたをして焼く
と、中までしっかり火が通ります。焼
き上げる目安は５～６分程です。

④ 焼き上がった肉を皿に取り出し、同
じフライパンにタレ用の合わせ調味料
Ｂを入れて、ひと煮立ちさせトロリと
してきたら肉を戻し入れ、絡ませたら
出来上がりです。

新ゴボウの大きなつくね

　
６
月
を
迎
え
、
町
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
紫
陽
花
が
色
づ
き
始
め
ま
し
た
。

雨
の
日
が
続
く
季
節
で
す
が
、
取
材

に
出
て
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声

や
地
域
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
触
れ
る

た
び
、
心
が
明
る
く
な
り
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
備
え
て
お
く
べ
き

防
災
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。
熊

本
地
震
か
ら
10
年
、
令
和
７
年
８
月

豪
雨
か
ら
や
が
て
１
年
。
身
近
で
災

害
が
起
こ
る
た
び
に
「
こ
う
し
て
お

け
ば
良
か
っ
た
」
と
い
う
後
悔
の
念

が
襲
い
ま
す
。
そ
ん
な
思
い
を
せ
ず

済
む
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て

制
作
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一

読
い
た
だ
き
、
日
ご
ろ
の
備
え
に
つ

な
げ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
今
年
の
夏
も
暑
い
日
が
続
く
そ
う

で
す
ね
。
夏
に
備
え
て
私
も
帽
子
を

新
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
暑
さ
対
策
を
行
っ
て
、
元
気
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
（
三
）

　ゴボウといえば食物繊維。便秘になったら頼りたくなる野菜ですね。でも食
べすぎると、下痢や腹痛になるってご存じですか。
　１日に摂るゴボウの量は、だいたい１本分くらいがおすすめです。このゴボ
ウの食物繊維が発がん性物質を便と一緒に排出するので、大腸がんなどの予防
に効果があるそうです。料理する時のコツは、水に晒しすぎないこと。栄養素
や風味を損なわないようにすることが大切です。

【材料】（３人分）
ゴボウ  ……………………… １本
豚ひき肉 …………………  200㌘
鶏ひき肉 …………………  100㌘
マヨネーズ…………大さじ２
塩・コショウ  …………  少々
片栗粉  ……………  小さじ２
タレ用合わせ調味料
しょう油  …………  大さじ３
赤酒  ………………  大さじ３
砂糖  ………………  大さじ２

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

ひ と の 動 き
４月11日（土）～５月10日（日）届出

ふるさと甲佐
　　　　応援寄附金

お誕生

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所
・大谷　昌平様　　愛知県
・川崎　勝巳様　　神奈川県
・金子　　誠様　　熊本県
・野田　　農様　　宮城県
・日紫喜公一様　　東京都
　　　　　　　　　ほか多数

■お問い合わせ先
　町地域振興課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

　「広報こうさ」ア
　ンケート実施中！
　ご協力をお願いし
　ます▶

ご存じですか？

甲佐の野菜で作ってみよう！

住　所 氏　名 性別 保護者
芝　原 河野　里

り お ん
音 男 晃　之

上　揚 池上　朔
さ く ま

真 男 直　樹
上早川 渡邉　弓

ゆ み ほ
穂 女 直　人

ほか１人　

住　所 氏　名 年齢 世帯主
早　川 渡邉　幸子 93 静　男
坂　谷 渡邉　精一 90 精　一
上早川 谷口ヤスコ 89 ヤスコ
岩　下 井芹ミツヱ 96 ミツヱ
糸　田 大塚ヒデ子 95 信　一
上早川 岩本津美子 93 弘　敏
横　田 吉田　民男 84 久美子
　　　　　　　　　　　　ほか９人　

　　今月の届出はありませんでした

Let's make health

⎫
⎬A
⎭

⎫
⎬B
⎭
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高
校
卒
業
後
、
陸
上
自
衛
隊
へ

入
隊
。
約
38
年
間
に
わ
た
り
防
災

や
航
空
機
運
用
の
最
前
線
に
立

ち
続
け
て
き
た
古
賀
義
雄
さ
ん

（
56
）。
こ
の
4
月
か
ら
町
危
機
管

理
防
災
課
の
課
長
補
佐
兼
防
災
対

策
監
、
消
防
防
災
係
長
と
し
て
町

民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
業
務
に

あ
た
っ
て
い
る
。

　
佐
賀
県
み
や
き
町（
旧
三
根
町
）

の
出
身
の
古
賀
さ
ん
。
高
校
卒
業

後
、
陸
上
自
衛
隊
へ
入
隊
し
、
教

育
課
程
を
経
る
中
、
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
を
運
用
す
る
航
空
科
部
隊
で
航

空
機
整
備
の
道
へ
進
む
こ
と
に
。

昭
和
63
年
か
ら
は
多
用
途
ヘ
リ
の

整
備
員
と
し
て
勤
務
し
、
機
体
整

備
だ
け
で
な
く
、
災
害
派
遣
に
も

数
多
く
携
わ
っ
た
。

　
平
成
3
年
の
雲
仙
・
普
賢
岳
噴

火
災
害
で
は
、
現
地
へ
赴
き
ヘ
リ

の
誘
導
や
離
着
陸
地
で
の
対
応
を

担
当
。
林
野
火
災
の
際
に
は
消
火

活
動
に
も
参
加
し
、
ヘ
リ
か
ら
散

水
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
放
水
ス
イ

ッ
チ
を
操
作
す
る
と
い
う
最
前
線

で
の
重
要
な
役
割
も
担
っ
た
。

　
そ
の
後
は
木
更
津
駐
屯
地
で
整

備
幹
部
と
な
り
、
航
空
機
整
備
の

指
揮
や
監
督
を
担
当
。
部
隊
運
用

を
支
え
る
立
場
と
し
て
経
験
を
積

ん
だ
。
平
成
22
年
の
奄
美
豪
雨
災

害
で
は
、
孤
立
し
た
集
落
へ
高
圧

電
源
車
を
ヘ
リ
で
吊
り
上
げ
運
搬

す
る
と
い
う
困
難
な
任
務
の
現
場

を
指
揮
し
、「
日
頃
の
訓
練
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
安
全
に
任
務
を

遂
行
で
き
た
」
と
当
時
を
振
り
返

る
。
西
部
方
面
総
監
部
装
備
部
で

は
航
空
機
幹
部
と
し
て
、
熊
本
、

佐
賀
、
沖
縄
に
駐
在
す
る
ヘ
リ
の

補
給
整
備
管
理
を
担
当
。
多
用
途

ヘ
リ
の
新
機
種
導
入
や
開
発
に
も

携
わ
り
、
朝
霞
駐
屯
地
や
再
赴
任

し
た
木
更
津
駐
屯
地
で
は
、
オ
ス

プ
レ
イ
導
入
か
ら
運
用
開
始
ま
で

の
体
制
整
備
を
支
え
る
な
ど
、
数

多
の
経
験
を
積
ん
で
き
た
。

　

本
年
3
月
に
自
衛
隊
を
退
職

後
、「
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
地
域

防
災
に
生
か
し
た
い
」
と
考
え
、

内
閣
府
が
防
災
に
関
す
る
専
門
知

識
や
実
務
経
験
を
持
つ
人
材
に
与

え
る「
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

の
資
格
も
取
得
。
本
町
で
の
勤
務

も
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、

昨
年
の
８
月
豪
雨
被
害
の
大
き
か

っ
た
宮
内
地
区
を
中
心
に
、
公
民

館
な
ど
を
回
り
な
が
ら
防
災
上
の

課
題
確
認
や
備
蓄
品
に
関
す
る
助

言
を
行
っ
て
い
る
。
古
賀
さ
ん
は

「
高
齢
者
も
多
く
、
山
や
川
な
ど

地
形
に
よ
っ
て
危
険
性
も
変
わ
り

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
住

む
場
所
に
合
わ
せ
て
、
災
害
時
に

ど
う
行
動
す
る
か
を
考
え
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
」
と
話
す
。

　
梅
雨
や
台
風
な
ど
災
害
が
起
こ

り
や
す
い
こ
れ
か
ら
の
時
期
に
向

け
「
ま
ず
大
切
な
の
は
命
を
守
る

こ
と
。
危
険
が
迫
っ
て
か
ら
で
は

な
く
、
で
き
れ
ば
前
日
の
明
る
い

う
ち
に
避
難
し
て
ほ
し
い
」
と
話

す
古
賀
さ
ん
。「
災
害
時
に
慌
て

ず
行
動
す
る
た
め
、
家
族
で
避
難

方
法
や
連
絡
手
段
を
事
前
に
決
め

て
お
く
『
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
』

の
作
成
も
お
す
す
め
で
す
」
と
町

民
に
呼
び
か
け
る
。

　
長
年
、
災
害
現
場
の
最
前
線
で

培
っ
て
き
た
経
験
を
、
今
度
は
本

町
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
生
か

し
て
い
く
古
賀
さ
ん
。
そ
の
確
か

な
経
験
と
知
識
で
、
防
災
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
て
い
く
。

防
災
の
最
前
線
で
培
っ
た
経
験
を

住
民
の
大
切
な
命
を
守
る
力
に

Kosa
Style
こうさ スタイル

自衛官時代は単身赴任が長かっ
た古賀さん。現在は熊本市内の
自宅で家族と暮らし、休日には
ドライブなどの小旅行を楽しむ。
自然豊かな甲佐町でキャンプな
どにも挑戦してみたいと話す。

町危機管理防災課
課長補佐 兼防災対策監

兼消防防災係長

広
報
こ
う
さ

2026
june
N

o.683

ま
ち

と
人

の
想

い
が

交
わ

る
情

報
交

差
点

発
行
　
　
甲
佐
町

発
行
人
　
甲
佐
町
長
 甲
斐
高
士

編
集
　
　
企
画
課

TEL　
096-234-1111（

代
表
）

FAX　
096-234-3964

URL　
https://w

w
w.tow

n.kosa.lg.jp/

古賀 義雄さん
Yoshio　Koga 
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